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BIM360, Revitデータ連携によるBIMコラボレーション

 データ連携の基盤を作るBIM Managerとは

 BIM Managerとしてキャリアを積みたい方

 建設業界外のBIM Managerとしての役割を知りたい方

 今後BIMを導入していく方

 手軽に始めるデータ連携

 Revit APIをPythonで動かしたい方

 BIM360 & Google Apps Scriptを使った連携に興味がある方

はじめに
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プレゼンターの紹介

現在 Turner & TownsendのBIMコンサルタントから、大規模な技術
施設を建設するハイテク企業へ2021年2月より出向しており、海外の
BIMワークフローのローカライズ及びデータ管理、品質向上のための
技術導入などを担当しています。

以前はWeWorkのDesign Technologyチームで不動産、デザイン、
セールス、マーケティングなど部門にかかわらずデータを提供/管理
するワークフローの構築および運用を担当していました。

また、ワークフローを構築していく中で、人為的なミスを減らし主た
る業務に集中できるようなワークフローの自動化にも取り組み続けて
います。

Yushi Kato (加藤雄志) BIM Consultant @Turner & Townsend
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データ連携の基盤を作る
BIM Managerとは
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データ連携の基盤としてのBIM
Keep it simple

 オーナーサイドではBIMのデータをデータベース
に保存し、他データと連携させるため、独自の
ワークフローを導入している企業が出てきている。

 ワークフローは様々な要因により変動するため、
データの管理を行う職種を設けること多い。

 世界中でビジネスを展開する企業にとって、ワー
クフローをできる限り統一していくことがカギに
なっている。

 日本でビジネスを展開する企業では日本の事情を
理解し、データを連携させることができるBIM 
Managerの採用がみられるようになってきた。
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海外と日本を繋ぐBIM

 日本国内の求人

 BIMを扱う人材の需要は増加傾向

 求人内容はBIMオペレータが多い

 外資系企業の求人

 求人数は多くはない

 BIMをマネジメントできる人材を募
集することがある

 求人内容はBIM Manager / BIM 
Consultant / BIM Coordinatorなど
多種多様

内資系企業と外資系企業のBIM求人
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海外と日本を繋ぐBIM

 BIMの理解度や要求は企業次第

 米国資本企業、英国資本企業で
Requirementに差がある

 Autodesk Revit / BIM360 / 
Navisworksといったソフトウェアの
知見が問われることが多い

 海外のチームとの連携

 世界共通で成果物をコントロールす
る場合、海外チームとの連携は不可
欠

 チームに数人いる場合には、語学力
は必ずしも必須条件にならない事も

 担当地域の成果物の品質管理は必須

外資系企業のBIM求人の注目ポイント
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海外と日本を繋ぐBIM

 戦略

 デジタルツールやテクノロジーを活
用・統合して効率化を図ることで、
経営陣やオペレーションチームに
ワークフローやプロセスの調整を提
供する。

 プロジェクト

 日々のプロジェクトの課題に対して、
革新的でありつつ、実用的なワーク
フローを模索し、ダウンストリーム
ユーザーのために建築情報データと
モデルの品質を管理することで、プ
ロジェクトチームをサポートします。

世界共通で求められていること



Client Confidential

海外と日本を繋ぐBIM

 DynamoやRevit API等を使用するプログ
ラミングスキル

 Dynamoはプロジェクトベースで使
用される

 ワークフローに影響がある場合には
自社ツールを開発している場合も

 Tableau / Power BI / Google Data 
StudioといったBIツールを使ったData 
Viz

 Viewerを使った成果物の管理以外に
BIツールを使う場合もあり

 意思決定を行うツールとして必要に
なる場合も多い

+1スキル
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海外と日本を繋ぐBIM

 モデリングスキルは必ずしも必要ではな
い

 モデリング自体がJDで求められるこ
とは少ない

 テンプレートの管理など品質管理が
要求される成果物である

 要求される成果物を満足するワークフロ
ーを立案できる

 Dynamo等を用いた部分最適化も重
要ではあるが、ワークフロー改善に
よる全体最適化が重要

 プロジェクトメンバーが入れ替わっ
ても維持できるワークフローを構築
することが重要

Check Point
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日本のBIM Managerに期待されていること

 グローバルの要求事項を満足する成果物
を製作するためのワークフローの確立

 BEP関連の書類やテンプレートは用
意されていることが多いので、グロ
ーバルのシステムと連携可能な様に
カスタマイズをしていく

 成果物の要求事項を満たすためスキ
ルアップトレーニングやマニュアル
作成をすることも

 ワークフローを変更する際はグロー
バルチームと連携することも重要!!

日本のプロジェクトへの適応
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日本のBIM Managerに期待されていること

 デザインチーム(BIMユーザー)への共有

 BIM360を使ったプロジェクトメン
バーの管理

 モデルへのアクセス権の付与

 モデルの品質管理

 外部チーム(非BIMユーザー)への共有

 Dataによる連携

 Dashboard作成

 コンテンツアップデート

成果物の共有
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日本のBIM Managerに期待されていること

 会社としてのBIMの方向性を他チームメ
ンバーへ共有

 新メンバーへの職務紹介

 BIMワークフロー変更の共有

 BIMのスキル向上のためのトレーニ
ングの提供

 BIMのマニュアル整備

BIMへの理解向上
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日本のBIM Managerに期待されていること
自動化に向けて

 成果品質向上のための自動化ツール

 プロジェクト内の作業であれば
Dynamoで完結させることも

 グローバルで開発を進めるのは根幹
のワークフローにかかわるもの

 ローカライズした際に発生するワー
クフローの自動化は地域ごとに行う
ことも
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ワークフローのカスタマイズ

 CDE (BIM360等)

 BIM360等共通で使用している。プ
ロジェクトモデルは常にホストやリ
ンクして運用する。

 テンプレート / パラメータ

 使用するソフトウェアの言語に依存
しないようにテンプレートやパラ
メータを指定して運用している

 ソフトウェア

 共通のフォーマットで統一している
ことが多い。Revitを指定しているこ
とが多い。PCにソフトウェアをイン
ストールすることが大変な場合も…

変更できないもの
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ワークフローのカスタマイズ

 自動化ツール

 モデルの品質を向上する目的で導入
される自動化ツールは歓迎される傾
向が強い

 ファミリ

 地域特有の規格がある製品がある場
合には各地域で整備することがある

 BEP

 プロジェクトの進め方など成果物が
定められたタイミングに提出できる
ように計画することが必要である

変更できるもの
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ワークフローの変更

 内的要因による変更

 グローバルアップデート

 グローバルで新たなワークフローに
アップデートされることがあるので、
再度ローカライズしていく必要があ
る。

 リストラクチャリング

 組織変更によるワークフローの変更
が発生する場合もある

 他部署からのリクエスト

 他部署のワークフロー変更による
アップデート

カスタマイズしすぎると大変？
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ワークフローの変更

 ソフトウェアのバージョンアップ

 即日に対応しないと表示されない等
の影響が出るため、プロジェクトが
停滞しないよう、予定していた仕事
のリスケが必要になることも…

 プロジェクト

 様々な事情により特殊なカスタマイ
ズが必要になる場合も…ワークフロー
の可変部分と不変部分を明確にして
おくことが重要

仕事の予定変更？
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Career Path

 プロジェクトチームの一員として、設計
や施工のBIM Modelを担当することが多
い。

 ソフトウェアの操作技量が求められる。
Revitではファミリを作るスキルが求め
られる

 最近はRhinoやFusion等のソフトウェア
でモデルを作成することもある

BIM Modeler / Operator
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Career Path

 Revitを用いてのModelチェック（定型
業務は自動化されていることも）

 Navisworksを用いて干渉チェックやモ
デルの目視確認をおこなうことも

 週例のCoordination Mtgにむけての資料
作成をおこなうことも

 BIM360の管理を行うことも

 QTOに向けてのデータチェック

BIM Coordinator
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Career Path

 既存建物の整合チェック（日本ではほと
んど見られない）

 Digital Layout等を行う（日本ではほと
んど見られない）

 出来形管理を目的とした点群データの作
製

Reality Capture

出典

https://www.wework.com/ideas/workspace-solutions/flexible-products/using-lasers-to-capture-the-tiniest-details-of-a-workspace
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Career Path

 PEP, BEP等のドキュメントの作成、管理

 QA / QC等のプロジェクトモデル管理

 モデルデータの妥当性確認

etc

BIM Manager
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Career Path

 建設業界以外からの求人がでてくることが
多くなっている

 (Regional) Head of BIM

 BIM Consultant

BIMを活かして別のキャリアにすすむ人
も…

 Software Engineer

 Business Owner

BIM Manager後
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手軽に始めるデータ連携
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Revitの業務効率化

 Dynamoを必須としている求人も!! 

 PythonやC#はできるとプラスに評価され
る!!

 BIM360を使用しているとRevitのバー
ジョンアップによるDynamoのアップデー
トも必要になることが多い!!

 ツールのレガシー化は課題
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Revitの業務効率化

 Pythonを使った開発ツール

 Revit Macro

 Revit Python Shell(主開発者はバー
ジョンアップに対応していない)

 pyRevit (Python以外の言語にも対応)

 Pythonを使った開発環境

 VS Code

 Atom

 Revit Python Shell
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Revitの業務効率化

 Pythonでの開発を助けてくれるライブラ
リ

 RevitPythonWrapper

 IronPython Stubs(Rhinoでも使用可)

 Revitron (pyRevit及び
RevitPythonShellで使用可)
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Revitの業務効率化

 Dynamo and Grasshopper for Revit Cheat Sheet Reference Manual

 Scripting with RevitPythonShell in Project Vasari

 Revit API Code Samples

 Revit Python Shell –入門編-

 TokyoAECDev –meetup-

学習リソース

https://www.amazon.co.jp/-/en/Marcello-Sgambelluri/dp/1735927236
https://thebuildingcoder.typepad.com/files/cp3837-l_scripting_revitpythonshell_handout.pdf
https://www.revitapidocs.com/code/
https://zenn.dev/redtrechlab/articles/4d2d13cd660f12
https://www.meetup.com/Tokyo-AEC-Industry-Dev-Group/
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 Google SpreadSheet

 Google Apps Script(GAS)を用いて
BIM360とウェブ連携させることが可
能

 GASはJavaScriptベースの言語で、
ウェブ連携はさせやすい

 BIM360

 BIM360の一部機能をForgeの
BIM360APIを用いて連携が可能

 利用するためにはアプリケーションの
登録が必要
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 FORGEはWebベースのサービス

 現状はBIM360APIは無料で使用すること
ができる

 他のWebサービスと連携させることが容易
にできる

Autodesk Forgeの利用
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 Autodesk Forgeにアプリケーションを登
録

 ClientIdおよびClientSecretを取得

 必要な場合はCallbackUrlを設定

はじめに

 BIM360にアプリケーションを登録

 AccountIdを取得
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 BIM360APIのみを使用する場合は
TwoLeggedAccessTokenを取得する

<参考>

ThreeLeggedAccessTokenを取得する

Tokenの取得
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 OAuth2 for Apps Scriptをライブラリに追
加

 Script ID

1B7FSrk5Zi6L1rSxxTDgDEUsPzlukDs
i4KGuTMorsTQHhGBzBkMun4iDF

 Redirect URIを設定

 https://script.google.com/macros/d/
{SCRIPT ID}/usercallback

ThreeLeggedOAuthを利用する際のSpreadsheet側の設定
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 プロジェクトを取得する

 GET projects

 TwoLeggedのTokenを取得する

 100プロジェクトまでしか取得できな
いので、100個以上プロジェクトがあ
る場合は要注意

プロジェクトの取得

https://forge.autodesk.com/en/docs/bim360/v1/reference/http/projects-GET/
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 ユーザーを取得する

 GET users

 TwoLeggedのTokenを取得する

 100ユーザーまでしか取得できないの
で、100名以上ユーザーがいる場合は
要注意

 ユーザーを検索して取得する

 GET user/search

 TwoLeggedのTokenを取得する

 メールアドレスの場合@のURLエン
コードが必要

ユーザーの取得

https://forge.autodesk.com/en/docs/bim360/v1/reference/http/users-GET/
https://forge.autodesk.com/en/docs/bim360/v1/reference/http/users-search-GET/
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Google SpreadSheetとBIM360の連携

 ユーザーをプロジェクトに追加する

 AdminかUserかを選択できるようにして
登録することが可能

 現在はDocument Managementモジュー
ルのみに対応している

 今後のAPI提供に期待!!

ユーザーをプロジェクトに追加
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